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SPACE を公開して早くも３年となります。システムのバージョンアッ

プも何回か行い、少しずつ安定かつ使い易くなって来ているのではと思

っています。今回、バージョンが1.0 から1.1 へと変更されることにな

りました。これは、このマニュアルで分かるようにプリプロセッサーで

あるモデラーを開発することができたからです。さらに、この Ver.1.1

では、透視図のソリッドモデルによる表現、動的解析の分散並列処理な

ど多くの新規機能を搭載しています。 

 PC の性能が飛躍的に高まり、また SPACE の安定性もさらに上昇、公開

当初に比べ格段に自由度の大きい構造物が解析可能となりました。その

ため、不適切、不親切な部分が表面化し、利用しにくくなってきたとい

えます。例えば、解析モデルを作成すること、解析結果がワイヤフレー

ムでは理解しにくくなっていることなどです。 

 元々、SPACE は屋根型スペースフレーム構造の非線形解析を目的に開

発されたシステムです。そのため、解析を実施するには多くのデータを

手動で設定しなければならず、しかも少しの誤ったデータや設定ミスで

も誤動作やシステムダウンを引き起こしてしまいます。複雑な解析モデ

ルを作成するには多大な労力と知識が必要となっていました。 

 これらを解消するために、2003 年４月にモデラー開発プロジェクトを

立ち上げ、期間２年を目標に開発に取り掛かりました。開発チームは、

私と修士２名、学部学生数名、飯島建築事務所から開発のプロである上

村氏という弱小集団です。設計当初からコード開発まで困難の連続、や

っとここまで漕ぎ付けたと言う感じです。上村氏には本来の仕事を抱え

ているため多くを望めませんでしたが、研究室で持っていない技術や知

識の調査、また学生への開発を通じた指導を担当していただきました。

ボランティアを許可して頂いた飯島先生には本当に感謝しています。学

生たちも必死に努力してきました、バグが取れないときは、徹夜を何度

も行い、研究室に泊り込む日々が続きました。素人集団で、良くここま

でできたものだと感心しつつ、その出来映えに自画自賛をしています。 

 モデラーVer.1.10 では基本的な部分はおおよそ出来上がったと思っ

ています。今後プロジェクトチームは、このモデラーを進化させるべく

勉強と開発を行っていく予定です。どうぞ、使用者の皆様、ご期待と共

に、チームの仕事ぶりを温かく見守っていてください。 

2006 年 6 月 1 日 

村田 賢  
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